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3-1  Nrg1flox/flox;Cyp19Cre マウスは，6ヶ月以降で妊孕性が著しく低下することに着眼し，
加齢に伴う妊孕性低下モデルとなるか否かを組織学的，内分泌学的に検討した。その
結果，本マウスは 40 代女性や高齢家畜で認められる高 LH，高テストステロン環境と
 
なっていること，卵巣間質が繊維化していることが明らかとされた． 
3-2 卵巣間質の繊維化が，LH 分泌遮断薬である GnRH アンタゴニストにより脱繊維化され，
卵巣機能が完全に回復することが示された． 
第四章では，総合考察として，第二章の研究成果である「排卵後の卵の受精能は，卵の








これらの研究成果は，卵巣における neuregulin 1 の機能を解明しただけでなく，卵の受
精能力や加齢による卵巣間質の繊維化など，ヒトの不妊治療や畜産業の繁殖成績向上に直
結する研究成果であり，関連分野に大きなインパクトを与えるものと判断された。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
